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Abstract

　 ln　the　sea 　of　wOrds
，
　 how 　oan 　we 　select 　a　group 　of　cOlor 　names 　to　reveal 　the　culturai 　conditlon ？

This　is　a　study 　on 　the　two　Engl［sh　books ： ℃ OLOR 　 STANDARDS 　AND 　COLOR 　NOMENCLA 丁URE
”

and
‘圏DICTIONARY 　 OF　GOLQR

”
to　compare 　 with

“
CHINESE 　COLOR 　NAME 　 DICTIONARYll　 and

“TRADITiONAL 　COLOR 　OF 　CHINAv ．

　 From　these　bQOks、　the　difference　is　quite　clear 　in　the　ru 】es 　Qf　choice 　for　cobr 　name ．　There　is　a

similar　rule　between 　the　two　English　books，　while　One 　can 　almost 　find　none 　of　the　same 　ru】e　between

the　two 　 bQQks 　Qf 　Chinese 　cQbr 　name ，

　 陸 is「n　 the　 same 　condit 「on 　 that　 the　 colors 　 indicated　 by　 color 　 names 　 in　 aGcordance 　 with 　 the

Nickerson
’
s　fading　 index，　 The　colors 　 represented 　 by　same 　color 　name 　are　 comparatively 　 simUar

between 　the　two 　English　books ，　But　the　colors 　are 　comparatjvely 　different　under 　same 　Ghinese　color

name 　mentioned 　in　the　other　two　books，　So，the　colorthat 　indicated　by　cobr 　name 「n　English　is　much

more 　steady 　than　the　Chinese　color 　name ，

　This　research 　is　trying　to　clear 　up 　conditions 　mentioned 　above 　and 　to　find　out 　the　rules 　of 　choice

in　color 　name 　and 　the　respec 廿ve 　color ，　This　should 　be　the　key　point　to　bring　abou 重the　traditionaI

color 　name 　set．

要　旨

　文字の海の中に，伝統色名セ ッ トをどのよ うに 選定すれば，代表性や普遍性の あるものになるのか。本研究で は ，

「中国色名綜覧」
D
お よび 「中国の伝統色」

R）
を，英語 の 「色の標準と命名法」 および 「色彩辞典」と比較研究を行い，

調 べ た数字で そ の相遷をは っ き り比較させ る と共に，そ の 色名選定の 基準につ い て の相違ま でも比較をする 。 そ し

て，英語の 2種類の権威的な著作の 問に は，そ の 選定の 基準が比較的近い ため，それぞ れの 選定 した色名が重なる

ものが多い の に対して，中国色名に 関する 2種類の著作の間 に は，その基準がかな り離れて い る ため ， ．それぞれの

選定した色名が，全 く別なもの のように見 え る 。

　そればかりでな く ， 中国語並 びに英語の色名が代表する色彩 につ いても ， ほぼ同 じ現象が存在 して いる 。
つ ま り，

中国語と英語の それぞれの 両種類 の 著作にある色名の代表色 を ， 別々に Niokerson の 退色指数で 表示する と，

英語の 二 つ の 著作にある色名 の 代表色は，中国色名の 二 つ の著作 にある色彩よ り，そ の 安定性が比較的高い 。

　以上の 現象の探求とその原因の究明 と が本研究の要 旨である 。 それは伝統色名セ ッ トの選定のキ
ー ・ポイ ン トで

あろ う 。

［＝＝ ＝ 二＝：＝二二 ＝＝：＝コ155 ［ −
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N 工工

一Electronlc 　 Llbrary 　



Color Science Association of Japan

NII-Electronic Library Service

Color 　 Scler ユce 　 Assoclatlon 　 of 　 Japan

JOURNAL 　OF　THE 　COLOR 　SCIENCE　ASSOCIATION 　OF　jAPAN

　 1．日本語，中国語，英語にある色名の比較

　中国語の色名に 関する著作には ， 「中国色 名綜覧」

および 「中国の 伝統色」が挙げられる 。 周知のように，

前者は カ ラ ープ ラ ン ニ ングセ ン ター
の発行 （1979年）

であるが，その原典は中国科学院編訳 出版委員会が編

集 した 「色譜 」（1959ff）で あ る 。 そ し て ， 後者は大

日本イ ン キ化学 の 発行 （19B6年）で あるが，そ の 原本

は鬮家であり，北京中央美術学院の教授である王定理

の研究結果で ある 。

　両者の 大きな共通点は北京を中心に研究が展開され

て い る こ とであるが ， 選定された色名 には ， 共通点が

あま り見 られ な い。「中国色名綜覧」は 選定す る 色名

が6！5個で あ り，「中国の伝統色」は320個である，両

者の 選定は互 いに重複 する同 じ色名 が50個 しかな く

（表 1参照），ほかはほとん ど別々 の 選択基準に よ る 異

な る 選定 で あ る 。 こ のような状態の下では，一体どち

ら が中国の 伝統色 シ ス テ ム を 代表 するのか ， と い う問

題が残 る。

　 日本の伝統色名で言うと，前述の 「中国色名綜覧」

の 中に も
， 「日本色名索引」と い う530個の色名が載 っ

て いるが
＊

，これ を同 じ大 日本インキ化学が発行 した

「日本の 伝統色G （300個）と比べ れば ， 両者はかな り

近い基準によっ て 色名を選定して い る こ とが分か る。

なぜか と言うと，この両者の選定の間には，同じ色名

が238個に の ぼ る か らである 。 つ ま り， 「日本の伝 統

色」で は，79％の色名がそ の 「索引」の 色名 と重複す

る 。 これ に対 して ， 「中国の伝統色」で は，16％ の 色

名 しか，そ の 「中国色名綜覧」の 色名と 重複 しない 。

　ま た ， 英語 の 色 名で 言 う と ， ア メ リカ の 学 者 R ．

R ［dgway が ］9］2年に 出版 した 「色 の 標準 と命名

法」
3）

には ， 1，115個の色名が載 っ て いたが， その後 A ．

Maerz とM ．　R ，　Paul が 1930年に共同編集 した 「色

彩辞典」（1950年改訂再版）
d）
には，Ridgway の 選定

した色名の4D％，即ち，その45U固を再収録している 。

つ まり，両者の色名選定は ， 比較的に近 い 基準 を持 っ

ている 。

　 2．英語の 「色の標準と命名法」と 「色彩辞典」亡

の色名選定の比較

　上述 の こ と は偶然で は な い 。 Ridgway はア メ リ

カの有名な鳥類学者 で あるが，色彩の 標準化の ために，

出来る限り，
一

切の 関係ある資料を集め て，色名つ き

の 色 サ ン プル を 何千 と 収集 して から ， その
一

つ
一

つ を

厳 しく考察 した結果 ， 選定 して いる。 例えば，商業上

の 色 名 の 「ズ ール 色」（Zulu），「へ び 緑」，「ベ ビ

ー ・プ ル ー」，「象 息」（elephant
’
s　 breath），

「ばら屍灰」（ashes 　of 　ros8 ）などが印象的で，

かつ 響きがよ い色名で あるが，意味する色彩が安定 し

て な く，混乱を招ぎ易いから，まず除外さ れ （ い る。

　 Ridgway の 集 めた資 料で は 1821年か ら1905年ま

で の 文 献 は か な り 揃 っ て い る 。 こ れ ら の資 料 を も

Maerz とPaul はその 「色彩辞典」の 中に全 てを収

録 して いる 。 そ して ， Rldgway の 収録 した色名を，

改め て い ち い ち検討したばか りで な く，ほ かの学者の

Ridgway に対する研究結果をも注 目している 。

　Maerz と Paul が 検討 した 結果， 興 味ある の は

表 1．日本語，中国語，英語の 三 組み の 色名著作にある 重なる色名数の 比較

著　作 　名 凵本色名 索引 凵本 の 伝統色 ・卜1靤 名纖 i棡 の 伝 統 色 色の標準と命名法 色彩 辞 典

編　集　者
カ ラープランニ

ン グセ ン ター
日本色硯 GE
企画セ ン ター

カラープランニ

ン グセ ンター
王 定埋 GE 企

画 セ ン ター Ridgway M ＆erz とPaul

発 　 　 　行 同 　 ヒ
大 日本 イ ン キ

化学
同 　 上

大 日本 イ ン キ

化 学
同　．．ヒ

McGraw．Ih11
BQok　Co，，　hユc．

発　行　年 1979年 1986年 狛 79年 1986年 ／912年 1950年

全 色 名 数 530 300 625 320 1，ユ15 3，467

重なる色名数 238 5  45王

色 名 所 属 日　本　語 中　国　語　　　　　　　　　　 英　　　語

・「日本 色名索引」は 「中国色名綜覧」 の 中に収録 したもの で ある。
・重 なる色名 とはt 各二 つ ずつ の著作 に ある同 じの重 なる色名 で ある，重な る色名 か多 いほ どその代表 性が強 い と

思われる。
・「色彩 辞典」に ある全 色名数 や重 な る 色名数は 旧30年の

1
丿ス トに よっ て 統計する 。 なお，例え ばPink と言 う色

名 は，「色彩 辞典」の 中に は，6つ が あ っ たの で （伺 い て い る 色が 6個すつ 別 々で あ る が），そ の
一つ しか計算 し

ない 。他 の 同 じの 場合 も，こ の 方法 で 統計する。

＊ 参考文Wt1）のEO〜2アペ ージ。
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Ridgway に除外され た，おか しい と思わ れた色 名

の上述の 「ズール 色」か ら 「ば ら屍灰」な どを ， ほ と

ん ど全部を 改め て そ の 「色彩辞典」の 中に 収録して い

る こ と である 。 その代わ り ， Ridgway が収録 した

染料関係の商業色名を ， 逆 に大量に除外 して い る 。

　そ の収録される理由は，これ らの 色名が永い 問に使

われ て，人々 に 受 け入れられ て い る色名の群の中に位

置 づ けられるか らで ある 。 こ れは習慣 とな っ て ， われ

われの言語の
一

部となる 。 そ の 意昧する色彩は不安定

でありながら，言葉としてや はりつ ぎの世代によっ て

伝え られて い くか らで あろう。

　染料の 色名が除外される理 由は，染料がその染める

プ ロ セ ス の 中で，コ ン トロール に よ っ て どん な色相，

明度と彩度の色に も仕上げる こ とが出来る からで ある 。

そ して ， ここで言 う染料関係 の色名と言 っ て も，染料

名 と商標名 （ブラ ン ド ・ネーム）しかな い が ， そ れな

の に，そ の ま ま色名として使われて い る 。 それで は当

然ながら， 特殊な色の感じを表現する こ とができない

か ら，Aoetin ，
　 Benzol など ］2個の 染料名 ，

　 An1−

line，　 Anthraoene な ど 10個の グループ ・ネーム

を
， 更 に

， Benzo ，
　 Oolumbia な ど 5個 の ブ ラ ン

ド ・ネ
ー

ム は
一方的 に Maerz と PaU ］によ っ て 除外

されて い る 。 「色彩辞典」には3，4日7f固の 色名を入れ た

に も 拘わ ら す，Rldgway の 権威 に よ っ て 選 定 さ れ

た色名さえ除外されて い るのは，その厳 しさをうかが

わ せ る 。 そ して ， そ の厳しさ の 下 に ， Ridgway の

色名がなお 40％ ほど，「色彩辞典」の 色名と重 複し て

い る 。 それと比べ れば，「中国の伝統色」が，16％ の

色名しか 「中国色 名綜覧」と重複しな い こ とは ， どう

説 明すればよ い だろうか，問題 で ある 。

　 3．「中国色名綜覧」と f中国の伝統色」における

色名選定の相違

　本来，これは 「中国の 伝統色」が 「中国色名綜覧」

を参考に しなか っ たからかも しれな い が，も っ と根本

的な原因は ， 両者は別 々の基準によ っ て色名 を選定 し

たため で あろ う 。 「中国色 名綜覧」の原典 で ある 「色

譜」の編集 iヨ的は ， 「生 物学 ， 鉱物 学 ， 印刷 染色 ， 絵

画など各領域で 使い易 い ために」科学出版社によ っ て

発行されて い る 。

「色譜j に よる と，そのカラ
ー ・シ ス テ ム は，西洋の

三 つ の 研究成果を参照して い る 。

　その 1は，ロ シ アの ポン タ ル チ ャ イフ の 「色譜」

qO5色 ， 系統色名 を含めれ ば227色）で ある 。

　その 2は ， 本文の研究対象の 「色彩辞典」（7．S56色，

半分位色名な し）である 。

　そ の 3 は，オ ス トワ ル トの 「色譜」 （即 ち
， オ ス ト

ワ ル ト表色系，344色）である 。

　その中で ， オ ス トワ ル ト表色系がも っ とも参考 にざ

れ，シ ス テ ム全体と して，やは り 8種の 色系で構成 さ

れて い る 。 その色相は ， オス トワ ル トのとややずれ て

い る 。 シ ス テム全体の色数は重複する色を除けば ， 全

部で L681色 で あ り，そ の 上に，また 625個の 伝統色名

を位置づけて い る 。 全体構成から見ると，なかなか合

理的に 組 み 立て られて お り，その設計者は厳幼芝と張

兆麟 で ある。 、

　そ して ，そ の 色名の 選定は，周太玄を中心とする 14

人の委員の 審査と制定に よ っ て い るが，「色譜」に よ

ると ， 当時の 「水生 物研究所」が ，

一
気に 130個の色

名 を提供 した 。
つ ま り，

一
つ の 来源か ら ， 五 分 の

一
以

上の色名をさ え も，採入れた 。 そ れでは，サ ン プリン

グ （標本 抽出）の方法論か ら見て ， サンプルが集中 し

すぎる の で はな い かと懸念 して い る Q そ しで，「集中」

すればする程，そ の普遍性が薄くな る で はないかと考

え ら れ て い る 。

　その ためか ， 「色 譜」の 色名 選定 は，「中国の 伝統

色」の 色名と，その 重複する 部分が少な い 。 「色譜」

が科学者に よ っ て 編集さ れ た の に 対 し て
， 「中国 の伝

統色」は画冢の王定理 による研 究結果 で ある 。 後者の

推 薦文 には ， 「こ の 中国の 伝統色力 ラ ーガイ ドは， 必

ずや色彩学者と美術家との 歓迎を受けるものと確信し

て い る」と書い て い る こ とか ら ， その研究する圏的は ，

やは り ， 主 に美術方面にあ る よう で ある 。 「色譜」が

幅広 く目指 して い る点 とやや違 っ て い る から，両者の

色名選定の基準 は，当然に も異 っ ている 。

　著者 の王氏 によると ， F中国 の 伝統 色」にある 色名

の来源 は ， 「本草綱 目」を除けば，ほとん ど美術関係

の 文献であり，そ の 中で，「画家檀色」と 言 う本 が 72

個の 色名を収録して い る 。 したがっ て ，サ ン プリ ン グ

として ， やはり美術文献 に集中 しすぎる 。 特に絵画に

集中 して お り， 色彩の豊かな陶磁器 の 色名があまり見

られな い 。 こ の色名の選定基準は 「色譜」とま っ た く

違 っ て い る 。 こ う言う状態に対して，前に述べ たよう

に，英語にある 「色彩辞典」と 「色の標準と命名法」

とは，その色名を 選定する基準 が ， ぼぼ近いと言える 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 4．英語の色名の代表色
＊ ＊

にある根拠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 それ ばか りで な く， 英語の 両者にある 色名の 代表色
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N 工工

一Electronlc 　 Llbrary 　



Color Science Association of Japan

NII-Electronic Library Service

Color 　 Scler ユce 　 Assoclatlon 　 of 　 Japan

JOURNAL 　 OF　THE 　 COLOR 　SCIENCE　 ASSOCIATION 　 OF　JAPAN

の 中にも，中国色名よ り似て い る 色が け っ こ うあ る

（表 2参照）。 それは，「色彩 辞典」がRldgway の 引

用文献をそ の まま援用 したばか りで な く，更 に幅広く，

西暦紀元前 32年から 19』9年まで の 文献を大量 に参考と

し た上 に，Ridgway の 色名と色 彩を い ち い ち厳 し

く検討する こ とによ っ て ， 得られた結果である 。 それ

に して も ， 両者の 結果がやはり比較的近い の は ， どう

い う理由であろうか9

　それは，両者とも合理的に ， 色名の代表色を探求 し

たか らで あ る 。 Ridgway は こ う言 っ て い る 「……

だか らも し
“

オレン ジ
”
，

“

レモ ン
”
，

“

栗色
”

，
“
ラ イ ラ

ッ グ
’

の色票は，精確に，特定の オレ ン ジ，レ モ ン，

栗 ， ライラ ッ クな ど
， 人々が比色するかも しれな い も

のの色と等色 で きないならば，それ はぼかの見本と等

色するであろう （実際に，それは等色して い る ）。 」
’” ＊

　そ して ， 「色彩辞典」の MaBrz とPaul の二 人が多

数の 文献を調べ て から，あの ドイツの 高名な 「ワ
ー

ナ

ー
の 色彩 命名法」（Wern 巳「

’
s 　Nomenolatur 巳

of 　Oolours ，1821 ）に対 して ， 「Syme の役割

はそ の 偉 い技術を発揮した……
。 今 日の i則定 によ っ て ，

彼の 色 票 が，実際の物体に 対 して 比色 して作る こ とを

明らか に した 。」
＊ 構

と述べ て い る 。

　あの フ ラ ン ス の 「色彩 目録」 （R 白pertoire 　 de

Oouleurs ，1905 ）に 対 して も，彼らが こ う 言 っ

て い る ， 「その比色は上述の実物に対して行われて い

る ， 今日の テ ス トによ っ て ， その比色が非常 に 正確 で

ある こ とは明白で ある，そ の 例外が極め て 少な いから，

心配する必要がな い……
，

“

色彩 目録
”

は壮大な著作

で あ り，今 日に して も ， 疑 い な く非常に晋遍的なもの

で あ ろ う 。 」
＊ “ ” ’ ”

　こ うい う合理的な取扱い に対して，記億に よる比色

や色 彩 命名法 は，非合理 的と見 られ る 。 Maerz と

Paul は ， 「色 に関 して，注 目に価 いする面 白い こ と

は，色彩が単独的に，記憶に よ っ て比色で き る と信じ

て い る 人が多い 。 経験がわれわれに 示 したように，こ

の人々に楽まれる 愚かな信念 （the　 fond 　belief

enjoyed 　by　many ）が真実で はない の で ある 。 」
†

つ まり，音楽家の聴覚や，お茶や酒や香水の専門家の

嗅覚は ， 記 ［惹を作用 で きるかも知れな い が ， 色彩は具

体的なもの で はな く，色彩の 感覚がま っ たく別なもの

であり，心理的な現象で あるから，わずかな条件の微

妙な変化が起き て も ， 感覚はたちまち変わ っ て しまう。

（例え ば，周知 の光源の 違い，補色 の 残像，色 の 三 要

素の いずれか一
つ のわずか な変化などの条件で ある 。 ）

「誰で も ，
五 分間の 時間 き えあれ ば ，

こ れが事実 で あ

る こ とが実験 で きる 。 それ にして も，人々がやは り，

ただ記憶だけ で 正確に比色や色彩の 命名がで き る，と

主張する 。 」
††

　 5．権威か権威に対する コ メ ン ト

　Ridgway の 色 名 が代 表す る 色彩 に 対して ，

Maerz と Paul も，いち いち厳 しく検討 して いる，

その例は数え きれない ほどであるが，その厳しさを理

解するため に
，

二 ，三 の例を挙げる 。

「本 当 の 明 度 か ら 見 る と ， Ridgway の Apple

〔∋reen は ， や は り輝 か し過ぎる Q 無数 の 見本が示 し

て い るように ，こ の色の
一

般的な見方では，疑いな く

一
種のも っ と柔らか い色 で ある 。 今 日で は ， 平均 して

4．50Y6 ．4／5．4†††と見積り，普通 の 緑の 林檎 と等色 し

て い る 。 」
††††

そ し て Ridgway の 本 来の 色 は，5．9

GY6 ．S／5．8で あり ， 両者の D ．　Nikerson の退色指

数は5、5で ある 。

「Ridgway と TOOA †††††
とも，　 Oarrot 　R 巳dを

提供 して い る ，

……しか し， 両方と も ト
ーン にお い て

ピン ク み を呈 しすぎる 。
……大量の多種 多様なにん じ

んを調査 した結果が示したよ う に ， 実際に ，

“
色彩圉

録
”

に ある色彩が実物と等色して い る 。 」

「Ridgway のチ ョ コ レー
トは

……
， も し，調味料

の 混 らな い 自然なチ ョ コ レートの い すれか
一

つ と比色

すれば，ト
ー

ン にお い て紫味赤を呈 しすぎる こ とを示

＊ ＊ 参考文献4）の 旧0ページ，つ ま り，色名か指示する （to　designate） あ る い は，同
一

な も の とみ な す （to　idenWy ）色 で ある。

＊ ＊ ＊参考文献 3）の10ペー
ジ。

＊ ＊ ＊ ＊参考 文献のの 137ページ 左欄 。

＊ ＊ ＊ ＊ ＊参考 文献4）の 137ペー
ジ右欄 。

†参考文 献のの 143ペー
ジ左欄 。

††参考 文献 4）の 1娼 ペ ー
ジ右瀾。

†††Maerz とPaul の デ
ータ は 19L」6と しか書 かない が，こ こ は筆者がMino ）ta光電色彩 計で 測定 した結果 で ある。

††††こ こ か ら引用 した四つ の 例 は，参 考文献4）の ］49〜170ペー
ジ 。

†††††The ＄eas 〔ユnal 　Oar 〔亅s 　of 　Textile 　Oolo 「 Oard 　Associatio ［．

［ 二＝＝ 二 二 ：二：：：：：＝＝＝コ 158 ［＝＝ ＝ ＝二＝ ＝：二＝＝ ＝］
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表 2．英文の 「色の標準と命名法」と 「色彩辞典」との 主な重な る色名とそ の代表色の 相違
一
覧表

色　　．名 色の標準と命名法 色彩 辞典
退 色

指数
色　　名 色の標準と命名法 色彩辞 典

退 色

指数

Sea　Green 0．2B4．4／3．13 ．9GY6 ．5／669 ．2Raw 　Sienna   ．1Y5 ，3〃．99 ．8YR5 ／5．410 ．1

Amethyst　Violct3 ．9P3 ．3／13．80 ．3RP3 ．9／4．554 ．9Old 　 Rose 5．7R5 ．4／7．74 ．9R5 ．4／5．19 ．8

Wah 賦 Brow1ユ 0．9YR3 ．9／3．20 ．6Y6．1／4．230 ，6Lincoln 　Green3 ．2GY3 ．9／1．81 ．5GY4 ．8〆2．79 ．6

Yale　Blue 3．4PB6 ．3／5．19 ．6PB3 ．7／5．329 ．1Terra 　CQtta 2．2YR5 ／5．93 ．6YR5 ．1／7．69 ．5
Magenta 3，3RP4 ．1／8．40 ．1R 《．3／8．926 ，2Chestllut 4YR3 ．2／4．24 ．1YR4 ／2．89 ．1

Burnt　Umber 7．IR3 ．2／2．47 ．1YR4 ．4／3．823 、8Comflower 　Blし1e8 ．5PB4 ．818．99 ．3PB4 ．8／6．88 ，8

Wistaria　 Blue9 ，2PB5 ．5／8．14 ．6P5 ．715．523 ，701d 　Gold 4 ．3Y5 ．5／5．54 ．6Y5 ／3．8 8．7

Liユac 7 、5P6 ．2／6．20 ．9RP7 ．4／2．923 ．3Delft 　B ！ue 3．6PB3 ．9／3．87 ．5PB3 ．7／3．28 ．5

Emerald 　Green0 ．IG6 ．8／6．95 ．7G5 ，9／6322Lavender 1．2RP7 ．1／1．81 ．7RP6 ．2／2．68 ．2

Marlne 　Blue 2．2PB3 ，2／5．50 ．7P3．1／3．821 ．5Sulphur 　YeUow1 ．GY8 ．6／4．38Y8 ．1／7．2 7．9

Wedgew 。。d　Blue8 ．3PB7 ．5／2．75 ．3PB4 ．91220 ．5Barium 　Yel1Dw7 ．9Y8 ．215．75 ．2Y8 ／5．8 7．7

Citrille 6．IY6 、2／6．5 謹．2Y4 ．8／3．820 、4Ma 〔lde1・Rrown7 ．2R3．3／4．48 ．7R3 ．8〆3．77 ．5

Lemon　Ye恥 W8Y8 ．3／9．84 ．9Y7 ．7／820Myrtlc 　Green 3．5B3 ．1／3．42B3 ．6／2．6 7．2

Pea　Green 9．6GY5 ．6／1．74 ．5GY6 ．1／4．116 ．ユ Malachite　Green9 ．5GY6 ．1／3．8
．
L8G5 ．7／3．56 ．7

Vandyke　Brown10R3 ．▽2．16 ．9YR4 ．11315 ．7Auburn 4，6YR3 ．4／3．45 ．7YR4／3 6．2
CadmiUln 　 Ye110w0 ．7Y6 ．4／10．18 ，7YR7 ．4／9．715 ．iBurnt 　Siena 3，8YR3 ．7／5．83 ．6YR4 ，5〆5．56 ，2

Maroon 8、8R2 ．6／3．35 ．1R3 ．5／4．6 王5．ユ Cadmium 　Orange6 ．／YR6 ．3川 ，26YR7 ねO．7 6、1

Grass　Greel1 5．9GY4 ，5／31 ，9GY5 ．3／4．415Sky 　Blue L5PB6 ．9／4．24 ．1PB6 ．8！4．56

Pistachio　GreehlG5 ．3／2．7 6．5GY6 ．3〆3．6 ユ4．4Pear ユGray 3．5GY7 ．1／0．35 ．2Y6 ．9／1．ユ 5．9

Slate　Color 7．3PB2．9／0．83 ，7RP4／1．214 ．4Drab 7，8YR4 ．7／2O ，5Y5 ．1／2．35 ．6
Scarlct 12YR5 ．1〆／1．29R5 ．3／1工．9 ユ3，5Apple 　Gree11 5．9GY6 ．6／5．84 ．5GY6 ．4／5．45 ．5

Olive　Green 9．5Y3 ．8／2，65 ．8Y4 ．8／3．513 ．2Ivory 　Yellow 4，2Y8 ／2．5 1．8Y8 ．1／3．25 、4

Navy 　Blue 8．9PB3 ．4／3．76 ．8PB2 ．6／2，412 ，5Gobelin 　Blue 7，3B4 ，2／2．86 ，4B4 ．7〆2．45 ．1

Raw 　Umber 0．2Y3 ．3／2．88 ．8YR4 ．4／4．112 ．哩 Iloney　YeUow 2，5Y6 ．2／6．43 ．2Y6 ．1／5．64 ．7

ChOCQユate 5．3R3／2．7 3．6YR3 ，4／1，9 ユ2，3Sepia 3．工YR3 ．3／ユ．56 ，8YR3 ．511．43 ．6

Indian　Red 5．4R3．6／3．9 工YR3 ．7／4，612 ．2Str 社w 　 Yellow 6．IY8．1／5．35 ．IY8／5 3．6
Hazel 6．4YR4 ．6／5．49 ，9YR5 ．／／4，712 ．2Chamois ／Y6 ．8／5．52 ．6Y6．8／5．53 ．5
Royal　Purple 2．9P3 ．3／8 5．5P3 ．7／7．8ll ．2Mignollette 　Green9Y5 ．5／3．98 、4Y5 ．3β．53 ．3

Cirlnamon 7．6YR5 ．7／5，99 ．9YR5 ．9／4．5llO ．2Yell 〔〕w 　Ochre 〔〕．2Y6．4／7．5   ．6Y6 ，5〆7，42 ．ユ

説　明

・主な 重 なる 色名 とは，「色 の標準 と 命名法」の Ll15個 と 「色彩 辞典 」の 3、46ア個の 色名 にあ る同 じもの 〔451個 色

名）か ら選ん だの で ある 。 選ぶ 基準は 「色彩辞興」に ある 色名 リス トの 中の 大文字で 書 い た重 なる 色名の 全部で

あ る 。

・こ の 二 冊の 本が全部貨 出 しで きない もの で ある か ら，持ち易 い Minolta光電色 彩計 で 両方を測 定 した。絶対 値

がそんなに正確 で はな い に して も，やは りその 相違が比較 でき ると考えられる。そ して，191E年 出版 した 「色の

漂準と命名法」の 保存状態は かな り良好で ある 。

・退 色 指数は 口，Nickerson の 公 式 に よ っ 丁 計算す る 。 そ して，この 表 は 退 色 指数 の 順 觜 に よ．っ て イ乍る。比較 的

に 言 うと，この 表の退 色 指数は 表 Bの 中国名 より低 い。
・Fles［P 「nk ，0 臓 ng 巳など 6個の色名は 「色彩辞興」 の中には，代 表色がつ いて な い。色名 だけがの こ っ て

い る 。理 田 は，そ れ らの 色 名が
一

般色名 （generio 　t巳 rm ）で あ り，ある い はよ い 比色がま だ 出て こ な い など

か らで ある。それ らが 「色 彩辞典 」に 大文字で 書かれ たが，こ の 表に は除名する。
・一番 置のSea 〔∋rg 巳n はなぜ か退色指数が高 いのか につ し、て，「色彩辞典」は 「色の 標準 と命名法 j に対 して，
そ の 色が 「Sea 　Biue と言 っ た 方 がい い 」と 述べ て い る。

す 。」

「用心深く大量 の レモ ン の 色 と比色 しで か ら ， Rid−

gway の レモ ン イ エ ロ
ー

は過度 に清く，輝か し い こ

とが知られて い る……
。 」

　Maerz と Pa 凵1が厳 しく コ メ ン トす る と共 に ，

Ridgway に 同 感 した所 も少 な くな い
。 例え ば ，

「Ridgway が矢車菊 （Oornf ］ower ）に与 えた色

は9，．3PB4 ．8／6．8， これは大量の 実物の矢車菊と比色

L ＝ ＝ 二二 二三二二 二＝ ：＝ 二＝ ］ 159 ［一 二］
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してチ ェ ッ ク したから，正確 で ある こ とが明らか で あ

る 。 」そ して ， Ridgway が顔料名と色名とを混用 し

ないようにと言う主張に対 して も，大賛成で ある 。 な

ぜなら ば，例えばプル シ ャ ンブル
ー

は本来，顔料名 で

あり，そ れがも っ と も濃い時 には ， 黒色 に近 い 。 少し

自色で薄めれば ， 紫 っ ぽ くなる 。 そ して ，更に薄めれ

ば， また緑眛になる 。 そ うする と，もし，こ の顔料が

もた らす色を，金部プル シ ャ ン ブルーと い えぱ，大き

な混乱を招くであろ う 。 そ こ で ， Rldgway は，用

心深く ，
こ れ らの 色を別々に名付けた 。 例え ば代表的

な色はプルシ ャ ン ブル
ー

と言っ て も，ほかに ベ ルリン

ブルー （中国語で 言 う と，柏林藍〉，パ リブル
ー
，ホ

ルテ
ー

ン スプル
ー （Hortense 　Blue）などと名付

け て い る。

　それは，両者の著作にある色名の代表色が互 い に似

て い る原因の
一

つ で あるが， 実際に ， 両者の色名の 代

表色に は，
一

っ の共通点が存在して い る。即ち，実物

に対する比色 で ある 。 そ して ， 裏付けの ためかの よう

に ， 両者 とも 「色彩 目録」を，極め で重要視し て おり ，

参照して い る 。 MaBrz とPau1 は，何度も ， 「Rid−

gway が
“

色彩 目録
”

をその色 名の主要な出典と し

て い る」こ とを述 べ て い る 。

憎 憎
そ し て，「色彩辞典」

表 3．「中国色名綜覧」と 「中国の伝統色」の重なる色名とその代表色の相違
一

覧表

色 名 とそ の 説明
中国色 名
綜 覧

中 国 の

伝 統 色

退 色

指数
色名 とその 説明

ll
．
1国色 名

綜覧

中 国 の

伝 統 色

退色

指数

孔雀藍 くじ ゃ くの 藍 5B6〃 7．7PB3．4！13．386 ．1 鈷　藍 コ バ ル トブル ー 7．5B6、5〆8O ，7PB6！4．62L3
灰 　緑 灰色 が か っ た緑 5Y5，5！7．56 ．7BG5．7〆2，780 ，3 橄欖灰 オ リーブ グ レ イ 5Y5！2 2、】G6、2！LB20 ．8

毛 　 緑 水 性 顔料の 緑 2，5G8〆6 3B3．B〆3，671 ．8 淡 灰 緑 薄 い グ レ イがか っ た緑 10GY5！23 ．アG7、7〆1．719 ．8

銀鼠灰 自 りす の 灰色 2．5Y7！3 ア、2PB5．9〆1．257 ．9 鉄 　 灰 鉄 の灰 色 5Y5，5〆O．61 、4G7，9〆 ，7 工9

宝石 藍 宝石 の 藍 2，5PB6〆7s ，3PB32112．455 ．5 榴花紅 ざ くろの 花の 赤 7，5R6．1〆13．56 ．3R5．2！11、318

攻瑰紅 ば らの 紅 2、5RP5111．4L6R3 ．9β．751 ．3 土 　黄 黄土色 2，5Y6．5〆69 ，4YR6．5！S 工4．7
品 　 紅 フ ク シ ン （染料）の赤 2，5R5．娃〆11．55 ，IRP4彑349 ，2 銀　 白 銀 の 白 7，5P9！o、53 ．5Y9〆1．214 ．3

牽 牛 紫 あ さ が お の 紫 7．5P3、5〆73 、2RP4〆12、843 茄 皮 紫 な す の 皮の 紫 10RP3！57 ，6RP3、6〆2，714 ．2

攻 瑰灰 ぼ ら色 がか っ た灰色 2．5YR4．1〆35 ．3RP3．9！6．142 ．4 珈 　 琲 コ
ーヒ ー色 5YR4．魏 ．6 ア、5R4！3 14．1

銅 　 緑 ろ くし ょ う （緑 青 ） 10G6．5〆77 ．4GY7．2！2、64 ユ．6 蒼 　 緑 深 緑 2．5BG4．5128 ．5GY4．2〆2、113 ．9

鸚 鵡 緑 お う む の 緑 7．5GY6．5〆ll3 ．2G5．2！7．439 ．6 灰 　 藍 灰 色が か っ た 藍 10BG4！23 ．4B5．4！2．613 ．3

翠 　緑 青緑 7．5G6！9 1．3BG3．9！5，633 ．9 金 　黄 橙色 5YR6、5櫛 ．84 ．9YR5．9！7、913 、3

鴒 、灰 鳩 の 灰色 5GY5！0，57 ユB6．9！2．132 ，9 橄欖緑 オ リ
ーブグ リ

ー
ン 10Y4〆6 9．6Y4、4〆3．211 ．5

艷　紅 鮮や か な赤 2．5R6．5195 ．4R4、9！12．532 ．6 鴨蛋青 卵 の 薄青 10B蜘 ．56G 呂、8〆12ll ．5

巴黎 緑 花 緑青 の 色 10GY6，8！65 ．7G6．319．工 29，5 油 　 緑 竹 の 幹 の緑 2．5G4，1！3、53 ．6G3，呂！1，29 ，7

殷　紅 黒 が か っ た赤 7．5R3．5！7L6R4 ，3！8．728 ．4 草　黄 薄黄緑 7、5Y7、3〆77 ．7Y8．1！7．672

銀　朱 辰砂 の朱 7．5R5、5！13，54 、4R5．4！9，726 ．4 青　灰 こ ん ね ず 5pB4．1〆2．23 ，3PB4！0．66 、4

葱　緑 もえ ぎ色 5G6．5／7 7，8GY7，4〆6．626 ．2 乳　白 乳汁 の 白 2．5Y9．5〆1．51 ．9YS．9〆1．95 ．2

姜　黄 し ょ う が の 黄 7、5W83 ．5Y6．3！6．725 ．9 月　 白 薄灰緑 5BG9！0．59 ．謝 ．呂10．93 ．9

石 板灰 ス レ ー
トの 灰色 5YR5，6〆0．50 ．1B5，4！1，825 ．8 浅駝 色 薄 ら くだ色 10YR呂〆39 ，9YR7，512．93 ．4

赭　石 代 赭色 7．5R3．5161 ，7YR51625 、1 棗　紅 な つ めの 色 2，5R3．5〆72 ，2R3，6／7．11 ．8

月季 紅 ば ら の 赤 7．5R4．5〆IO3 ．9R4．4112．524 ．3 群 　 青 ぐん じ ょ う 7PB3 ．5〆10．7

檸 檬黄 レ モ ン イ ェ ロ ー一 2．5Y8．6197 、9Y9．519．122 ．4 芦　灰 芦 の 灰色 4、3GY7．1〆2．3

雄 　 黄 石 黄 の 色 2．5YR7．5111，142YR6 、1凪 722 ，3 深 　 灰 こ い 灰 色 N4，3 1B4，5〆L1

藤　黄 しお うの 色 5Y8，6〆126 ．3Y8，7！6．521 ．9 鉛 　灰 鉛 の 灰色 N7 9．IB3，8ノエコ

説　明

・重 な る 色名 と は，「中国色 名綜 覧」の 625個 と 「中 国の 伝 統色 」の 3？目tNの 色 名 にあ る 同 じ もの で あ る 。

・
「中国色名綜覧」に あ る色名の 代 表色の デ

ー
タ は 湊幸衛氏 によ る 測 定で あ り，「中国の 伝統色 」の デ

ー
タ は筆者が

MaGbeth2 臼20＋

分 光色彩計 による溟1」定である 。

・退色指数 はD ．NIGk巳「son の 公式に よ っ て 計算する，そ し て，退色指 数の順雷 に よっ て 色 名を並べ る。
・群蕎 と 芦灰 の二 つ の色名 は 「中国色名綜覧」の中 には，デ

ー
タが抜 けて，色名 だけがの こ っ て い るから，計 算で

きな い。「綜覧」 の種 となる 「色譜 」は日本 国会図書 館にあるが，変退色の疑 いがあるの で，測定 し直さ ない。
・
日本 色研の 福 田 邦夫 氏 に よる と，「中国 の 伝統色」の 原署者が 日本に訪れ た時に ， 北京 を中心 に研究 を展開 され

た これ らの 色名 と色彩が南地域の 人 々 に あま り受 け 入 れ られ て いな い ら し い と言 っ て い る。南地域 に い る 漢民族

の
一人の 筆者 としても，ある程度 に は，同 感で ある 。

††††††参考文献4）の 150，］61，164，1ア5，176ペ ー
ジ Q

− ］160 ［二 一
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も，出来るだけ，この英語色名をも収録 したフランス

の著作を参照 に して い る 。

　 6．普遍性のある色名セ ッ トの ためには

　こ れに対 し て，「色 譜」と 「中国 の 伝統 色」とにあ

る同 じ色名の代表色が，しばしばずれて お り，互 い に

矛盾 して いるものさえある 。 つ ま り， その退色指数が

80を越 え たも の さ え あ る （表 3参照），同 じ色名 で あ

るのに，その代表色が互 い に，ま っ た く別な色に な っ

て い る 。

　そ の 原因は，やは D 代表色を選定する方法にある で

あろ う 。 「色譜」にある色の選定は委員たち の会議 に

よ っ て 決定された 。 「中 国の伝統色」は ， そ の選定が

画家の王定理 とデザイナ
ー

の王威との両氏 によ っ て 行

われたが，そ の大半が，「こ の数年来収集 し， 手づ く

りで 復元 したもの で ある 。 」その 収集や比色する対象

は古代の 壁画と錦織 で あ り ，
つ ま り，非常 に専門的な

範囲の中で，その選定の蟇準を立て て い る 訳で ，「色

譜」の科学者たちによる選定と食い違うの は当然であ

る と考えられる 。

　色名の 代表色が同 じ基準に よ っ て ，普 遍 性 の あ る 色

彩を選定するためには，幅広く各領域の資料を参照 す

る こ とが必要で ある 。 そ うすると ， 同 じ色名の代表色

に して も，絵画や織物に適用 で き る と共 に，陶磁器や

建築にも当て はまる 。 そ して ，美術だ けで な く，生 物

学や鉱物学な ど の 科学研究はも と よ り ， 日常 生 活 に も

実用性を持っ こ ととなる 。

　資料の参照だけで なく，も し，そ の代表色を合理的

に追求 しよう と する と ， 「色彩 目録」や 「色彩 辞典」

の よ う に，色名に因む実物に正確 に比色 や測色する こ

とが必要であろう 。 そ して，権威者の資料の間に，も

し矛盾したことがあれば，こ の方法は問題の解決の手

掛 りともなる で あろう 。

　 7。結論

　最後 に ， 色名 そのもの の選定に普遍性を要求するな

らば ，
こ れも幅広 く資料や文献を参照 し なければな ら

な い，例 え ば 「色彩辞典」の よ うに，それ は265種 類

ほどの 文献，雑誌を参照 した 。 それらは ， 大量 の 色名

の収集，色名の意昧の解明，同慧義の色名の分別，色

名の由来の探 求などの た めである 。 それ に よ っ で，大

量 の 色名が収集で きる と共に，各色名が使われる頻度

をも知る こ とが可能 で あろう 。

　そ して，ロ述色名も調査す べ き で あろう ， その 方法

論と して ， 心理言語学 ， 神経生物学の学者 E ．H ．レネ

バーグ の方法に従 っ て，正確なサ ン プ リン グ によ り，

調査する 相手に，「彼らが色名と して 思 い浮ぶ 限りの

単語を全部書き出 しても らう 。」
S〕
と い う方法が考え ら

れる。そ して ，統計処理 した結果 によ っ て ， 現時点 に

ある色名の 使用状態を知る こ とが可能 で ある と共に，

色名の使用頻度をも徹底的に明 らかにできる 。 っ まり ，

一
つ の 色名は入々に書き出 して も らうパ

ー
セ ン テ

ー
ジ

が高い ほど，そ の使用頻度も高くな る 。 そ して ，どの

国 で も そのあ る 限 りの 色名 の 中 か ら 300位 の 常用的 な

色名を選び出 した い場合は ，
こ う言う文献 にお い ても ，

口述に お い て も ， 使われる頻度 の 高い色名をまず注目

すべ き で あろ う 。 そ うする と，学者た ち に よ っ て 選 定

された色名セ ッ トの 問に ， 重なる同 じ色名がかなり多

くな る で あろう 。 そ して ， 「色譜」と 「中国の 伝統色」

との 問にあるような，厄介な問題が起 こ らな い と考え

られる 。
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